
　今年の川越まつりに参加した山車は29台。製作方法

や改造時期によって、山車の形態や空間構成などにいろ

いろな特色があり、各町内がそれぞれ独自性の高い山車

を所有しています。

　山車は二層の鉾
ほこ

と人形からな

る、江戸型の山車を踏襲したもの

と 言 わ れ ま

す。車輪をも

った「台座」

の上に二重鉾

を組み、上層

部分と人形が

下層からせりあがる仕組み。鉾の前面には、きらびやか

な欄
らん

間
ま

や唐
から

破
は

風
ふ

のついた囃子台があり、多くの山車はそ

の台座から上の部分

が360度 回 転 す る

回り舞台となってい

ます。この仕組みで、

山車同士が出会った

際、お互いに囃子台

の正面を向き合わせ

て競いあう「曳っか

わせ」が出来るよう

になっています。

知って なるほど 川越まつり 川越まつり会館L225－2727山車の構造

日程 囃子連名

12月

16日㈰ 天神囃子連

23日㈷ 松龍会囃子連

24日㉁ 大塚新田囃子連

1月
  3日㈭ 南田島囃子連

  6日㈰ 雀会

川越まつり会館囃子実演予定

＊ 午 後1時30分・2時30分 の2回 行
います（各20分）。要入館料。
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■
投
票
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順
序

①�
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議
院
小
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挙
区
選
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議
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挙
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補
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入
）
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衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

（
政
党
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入
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裁
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所
裁
判
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さ
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理
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と
点
字
投
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身
体
が
不
自
由
な
方
や
自
分
で
文

字
が
書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
係
員

が
本
人
に
代
わ
っ
て
記
入
し
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ

の
場
合
も
、
投
票
所
で
係
員
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
固
く

守
ら
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ま
す
。

　

投
票
日
当
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に
用
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あ
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方

は
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投
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日
前
日
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㈯
ま

で
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票
す
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で
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。
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投
票
所
入
場
券
を
持
ち
（
届
い
て

い
な
い
場
合
は
な
く
て
も
可
）、
次

の
会
場
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
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本
庁
舎
7
階
7
A
会
議
室
＝
午

前
8
時
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分
～
午
後
8
時

②�

ア
ト
レ
6
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
A
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後

7
時（
駐
車
券
は
発
行
し
ま
せ
ん
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西
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化
会
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＝
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開
票
は
、
12
月
16
日
㈰
、
午
後
9

時
か
ら
川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
開
票
速
報
は
、
総
合

体
育
館
正
面
玄
関
に
掲
示
し
ま
す
。
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票
・
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票
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速
報
電
話
番
号
…
0
1
8
0
︲
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4
3
3
5

投�

票
速
報
…
12
月
16
日
㈰
、
午
前
9

時
～
午
後
9
時
30
分

開�
票
速
報
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12
月
16
日
㈰
、
午
後
10

時
30
分
～

＊
一
部
の
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
・
0
5
0

か
ら
始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
）は
、

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
モ
バ
イ
ル
サ

イ
ト
で
も
、
確
認
で
き
ま
す
。
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